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宇宙科学研究所／月惑星探査データ解析グループの取り組みについて
Direction of “Lunar and Planetary Data Analysis Group” of ISAS
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月周回衛星「かぐや」は月惑星科学の進展に貢献し，1990年代以降の世界の月探査機で第２位の論文数を創出
している．今後，月惑星の起源・進化解明をめざして更に高次の研究で世界を牽引し，「かぐや」等の月惑星
探査の成果を最大化するためには，大量の探査データ（海外探査機も含む）を高次処理・解析可能な体制と環
境が必要である．これは日本が月惑星探査の戦略／計画を立案し，技術研究を行う観点でも重要である． 
米国ではNASAやUSGS（地質調査所）等が高次プロダクト作成のための体制・環境を構築し，研究・探査に活か
されている．日本においてはユーザ個人のデータ処理能力・努力に依存する状況であるため，このままでは世
界トップクラスのサイエンス成果の発信や，自立的な探査戦略／計画の立案が今後難しくなることが予想され
る． 
このような現状の課題に対し，2016年度よりISASに新設した「月惑星探査データ解析グループ」が今後どう取
り組むべきかについて述べたい．
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